












漂着物学会会報（Report of Japan Driftological Society) 
｜寄稿 調
和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実
験所 “ 北浜 ” ヘ打ち上げられたイモガイ類（腹
足綱，前鯨E綱，新腹足目）の貝殻目録
久保田 信＊
List of Conus shells (Gastropoda, Prosobranchia, 




beach of the Seto 
Marine Biological Laboratory, Kyoto University in Shirahama 
Town, Wakayama Prefecture, Japan 
Shin Kubota * 
＊〒649-2211和歌山県西牟婁郡白浜町459京都大学フィ ールド科学
教育研究センタ 一瀬戸臨海実験所
〉｜く Seto Marine Biological Laboratory, Field Science Education and 
Research Center. Kyoto University,Shirahama Town 459, Nishimura. 











互に並んだ海岸 で， 複雑な環境に応じ多種多 様 の軟体動物が
生息している。 それ らは死亡後 に付近の海岸に漂着する も
のも多い。 過去20年余り の期間中， 軟体動物相， 特に番所
崎周辺海域に打ち上げら れた貝殻について， 筆者らは毎日
の様に継続調査を実施 している。 乙の最初の報告は， 2002
年2月以前の5年聞に なされた結果で 腹足綱では， 3亜
綱12 目61科188属343種34亜種3型を 記録した （久保
田 ・ 小山2002 a, b）。 その後， 久保田（2006）や平津・久保
田（ 2013） に より， 腹足綱の追加種記録し， 3亜綱12日
62科 192属366種41亜種3型 となった。 この最新 報告中














た。 その中 で紀伊半島が本邦北限分布域 と 記載されている種
には＊を， その記載 にはない 北限記録にはNを付した。
＊ベニイタダキイモ Conus (Floraconus) bahθatus G.B.Sowerby, 
1833 
ベニイモCβ，plinoconus) paupθrculus G. B. Sowerby, 1834 
／＼イイロミナシC. (Rizoconus) rattus Hwass in Brugu注目，
1792 
＊サラサミナシC侭j capi臼刀θus Linnaeus, 1758 
＊イタチイモC侭j must，θ，Jimus Hwass in Brugui色re, 1792 
＊カバミナシC仰j vθ＇Xillum Gmelin, 1791 
＊ヤナギシボリイモC侭j mil,θs Linnaeus, 1758 
＊ゴマフイモC. (Puncticulus) pulicarius Hwass in Brugui色re.
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um) obscurus G. B. Sowerby, 
1833 





タイモ c fりcoronatus Gmelin, 1791 
マダライモC fりθbraeus Linnaeus, 1758 
＊コマダライモc fりchaldaθus (RQding, 1798) 
＊ガクフイモC. (Harmoniconus) mus1切S Hwass in Brugui色re,
1792 
アハナワイモC. (HJ spa刀salis Hwass in Brugui色re, 1792 
ノ＼ルシャガ
、
イ Conus (Tessemconus) tθssulatus Born, 1778 
＊ タガヤサンミナ シC. (Cyli刀dθζj tθ·xti1θLinnaeus, 1758 
ロウソクガイC. (Lividoconus) quθrcinus (Lightfoot, 1786) 
＊ ナガシマイモC. (L.) muriculatus Sowerby, 1833 
イボシマイモ C. (L.) lividus Hwass in Brugui色re, 1792 
＊オゴクダイモC M反iconus) marθ／θti Crosse, 1858 










2002 a, b）， 今回， それが房総半島に北上したのがマ ダライ
モ（平津ほか2015参照）だけであった。 なお， このリス






ある。また ，メ ノウモドキは沖縄が北限 と記載されているが，
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